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毎週土曜日

7月10日（金）〜8月30日（日）

7月18日（土）〜8月23日（日）

7月18日（土）〜8月30日（日）

7月18日（土）〜11月8日（日）

8月1日（土）〜10月18日（日）

9月12日（土）〜10月28日（水）

7月25日（土）

7月25日（土）・26日（日）

9月11日（金）

9月12日（土）

9月12日（土）

9月12日（土）

9月18日（金）

9月26日（土）

9月26日（土）

9月26日（土）

10月10日（土）

9月5日（土）

7
JUL

9
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第74回 名著への旅

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付　電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

TAKE FREE 無料
ご自由にお持ち帰りください。

図書カード懸賞付
クイズあります

詳しくは中面へ

おじゃまします
学びの庭に

沖縄へ東北へ「学ぶ旅」を

73第 号2026. 7
季刊誌

これからの主な「学び」イベント39件掲載！
「学び」イベントに行ってきました
名著への旅

Voice Park

『カトマンズに飛ばされて　旅嫌いな僕の
アジア 10カ国激闘日記』（古舘佑太郎）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

名著への旅

　高校時代にスカウトされ、19歳でロックバンドとして
メジャーデビュー。俳優としても朝ドラに出演、映画でも
主演と活動の場を広げていた著者。しかし30代に入ると、
二つのバンドの活動無期限停止と解散に直面し、音楽への
情熱を失いかけていた。そんな時、先輩ミュージシャンか
ら「カトマンズへ行け！」と指令がくだる。東京生まれ東
京育ちで、幼稚園から大学まで名門私立出身の温室育ち。
本書は、極端な潔癖症で、異常なまでのせっかち、虫も旅
も大嫌いな著者が何の因果か、日本を飛び立ち、タイ・カ
ンボジア・ベトナム・ラオス・中国・バングラディッシュ・
ネパール・インド・スリランカを巡る激動の 2か月の記
録である。
　こんなにワイルドな旅ではなかったが、著者と同じ年齢
のころ、自分探しに奔走し彷徨っていた自らの「旅」につ
いて思い出した。探しても探しても自分なんて見つからな
い。なぜならすでに「そこ」に在るからだと痛感させられ
る時間だった。それでも、探さなければならない時期があ
る。帰国して 2年がたった。著者は何かを見つけられた
のだろうか。精力的に音楽活動をされている姿を SNS 上
で見かけるところをみると、一番大切なものに氣づいたの
かもしれない。とても魅力的な文章だった。音楽だけでな
く、書くことも続けてほしい。　　　　　　　　　　（庄）

発行／
https://manabinome.com/

Web版Web版
随時更新中！随時更新中！ まなびのめ

越智　郁乃 先生
東北大学大学院　文学研究科／統合日本学研究センター　准教授
（文化人類学・民俗学）

日本人は江戸時代から旅行好きだった

高橋　陽一 先生
宮城学院女子大学　学芸学部　教授
（歴史学（江戸時代史・旅行史）・歴史資料保全学）

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第73号／発行日2026年7月5日
企画・編集　「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

オブザーバー：寺田征也（明星大学）　　　 協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙は、適切に管理されたFSC®認証林およびその他の管理された供給源
からの原材料で作られています。インキは環境にやさしい植物油インキを使用しています。

 ⓒ笹氣出版印刷株式会社　無断で複写、複製、転載することを禁じます。

『カトマンズに飛ばされて　旅嫌
いな僕のアジア10カ国激闘日記』
古舘佑太郎 著
株式会社幻冬舎
（2025年3月10日初版発行）

旅旅

粗
品

進
呈

参加体験記 参加体験記募集中！
読者の皆様が参加された、「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！

※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
「まなびのめ」編集部へはがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームよりお送りください。

Q.1  バイオマスから作られるポリ乳酸の性質が加工素材として活きることになった工業機械は？　答え「3Dプリンター」

Q.2  微生物燃料電池の電極をメタン生成菌に変えると発生するガスは？　答え「メタンガス（メタン）」

「まなびのめ」第 72号懸賞クイズの正解は下記のとおりです。
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日立システムズホール仙台　研修室 60 名
Tel 022-271-3020仙台文学館

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-266-5222東北工業大学地域連携センター

仙台大学川平キャンパス 30 名
kikou@sendai-u.ac.jp仙台大学

仙台大学川平キャンパス 30 名
kikou@sendai-u.ac.jp仙台大学

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-266-5222東北工業大学地域連携センター

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-266-5222東北工業大学地域連携センター

仙台大学川平キャンパス 30 名
kikou@sendai-u.ac.jp仙台大学

東北歴史博物館 3 階講堂 280 名（先着）
Tel 022-368-0106東北歴史博物館

宮城学院女子大学
せんだい文学塾

仙台市市民活動サポートセンター 6F　セミナーホール 50 名
Tel 022-372-3254

sendaibungakujuku@gmail.com

仙台白百合女子大学

仙台市天文台オープンスペース
Tel 022-391-1300仙台市天文台

仙台市博物館
Tel 022-225-3074仙台市博物館

仙台文学館
Tel 022-271-3020仙台文学館

HOKUSHU 仙台市科学館
Tel 022-276-2201HOKUSHU 仙台市科学館

仙台市歴史民俗資料館
Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館

石巻市博物館企画展示室
Tel 0225-98-4831石巻市博物館

宮城県美術館
Tel 022-221-2111宮城県美術館

仙台市天文台プラネタリウム 270 名（先着）
Tel 022-391-1300仙台市天文台

仙台市市民活動サポートセンター 10 組 30 名程度
funahazama@luctin.orgNPO 法人楽知ん研究所

※入館は 16 時 15 分まで。休館日：月曜日（7/20 は開館）、7/21（火）、8/12（水）

※入館は 16:30 まで。休館日：月曜日（7/20 は開館）、7/21（火）、7/23（木）、8/12（水）

※入館は16:00まで。休館日：7/21（火）・7/27（月）・8/3（月）・8/17（月）・8/24（月）・8/27（木）

※入館は 16:15 まで。休館日：月曜日（祝日除く）、祝日の翌日、第 4 木曜日、8/23（日）〜 8/29（土）

※入館は 16:30 まで。休館日：月曜日（祝日除く）、月曜祝日の場合、翌日

※発券は 16:30 まで。月曜休館（祝日を除く）、祝日の翌日。

講　師　上坂浩光氏（映像監督・CG アーティスト、（有）ライブ　代表取締役）※講演会のみの場合無料。当日 9:00 ─整理券配布

講　師　船迫新治氏（楽知ん研究所）※小学生以上の子どもとその家族対象　※詳細は、https://luctin.org

講　師　小池光氏（歌人）　　　　　　　　　　 ※申込締切：8/4（火）

講　師　本田春彦氏（東北工業大学総合教育センター准教授）

講　師　白坂広子氏（仙台大学助手）　　　　　 ※申込締切：9/5（土）

講　師　笠原岳人氏（仙台大学教授）　　　　　 ※申込締切：9/5（土）

講　師　佐藤翔輔氏（東北大学災害科学国際研究所准教授）※申込締切：9/10（金）

講　師　中井周作氏（東北工業大学ライフデザイン学部講師）

講　師　中里寛氏（仙台大学教授）　　　　　 ※申込締切：9/12（土）

講　師　東直子氏（歌人、小説家）

講　師　結城裕也氏（仙台白百合女子大学心理福祉学科准教授）※申込締切：10/2（金）

講　師　阿子島香氏（東北歴史博物館館長）※受付期間：8/26（水）〜 9/25（金）

トワイライトサロン

企画展
「伊達政宗からの挑戦状
〜わがクイズに答えよ！」

第 26 回こども文学館
えほんのひろば

「なかがわちひろ展　こどもの本の森へ」

特別展
「深宇宙展─人類はどこへ向かうのか─」

特別展「仙台古地図の旅３」

第 16 回特別展
「石巻化石トラベラー
─太古の海をめぐる─」

特別展「カンディンスキー　
世界は鳴りひびく─日本のコレクション
でたどる画業と反響─」

『MMX 火星衛星探査計画』
上坂浩光監督講演会

親子孫で〈たのしい仮説実験〉講座
〈はじめての力学〉

仙台文学館ゼミナール 2026：
小池光短歌講座　第 184 回

市民公開講座 No.635
「体力って何ですか？ 〜昔より動いてな
いのに疲れる理由〜」（オンライン）

公開講座
「キネシオロジーテープを貼ってみよう　
〜痛む筋肉をサポート〜」

公開講座
「百歳まで歩く！
─転ばぬ先の筋肉運動─」

地域未来学　講座 10
「効果的な災害伝承を考える」
（オンライン）

市民公開講座 No.636
「集団の心理、社会心理学の様々な知見の
紹介」（オンライン）

公開講座「ことばとスポーツ」

館長講座　第 5 回
「東北文化の起源と生態史観・文化進化」

せんだい文学塾 9 月講座

学都仙台コンソーシアムサテライトキャ
ンパス公開講座「他人の成功がまぶしい
とき─比べる心の心理学」

「学び」イベント情報 募集中!!
Web版は随時更新。 掲載料は無料です。 は別途入場料等が必要。

　ここに掲載する情報は、主催者である各研究・教育機関や施設が公開
している情報を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証する
ものではありません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、
詳しくは各問合先へご確認ください。

　予定されていたものが中止・延期となることがあります。最新の情報
は主催者のホームページ等でご確認をお願いいたします。

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

詳細はWeb版に掲載しております。https://manabinome.com/
※



おじゃまします
学びの庭に

「旅」と聞くと、楽しみのための旅行を思い浮かべる人が多いでしょう。しかし文化人類学・民俗学を専門とする越智先生
は、慰霊や歴史学習、地域文化との出会いもまた大切な「旅」だと語ります。沖縄のお墓や祖先祭祀の研究を通じて、人々
の移動や記憶の継承に向き合ってきた先生。フィールドワークを重ねながら見つめてきた「学ぶ旅」の魅力と意義につい
てお話を伺いました。

沖縄へ東北へ「学ぶ旅」を ※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、連絡及び
　発送に限り利用させていただきます。

はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。

応募
方法

【応募締切】2026年9月10日　当日消印有効

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。高橋陽一先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。高橋陽一先生の記事もご覧ください。

懸賞

Q.1  沖縄の言葉で「魂」のことをなんと呼ぶ？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

  沖縄に魂を落としてしまった
　「観光」や「移動」をテーマに、文化人類学・民俗学の方法
を用いて研究しています。これらの学問では、現地調査を意味
する「フィールドワーク」が欠かせません。特に文化人類学では、
研究対象の社会や集団に加わって、ときに 1年も 2年もその
土地で生活しながら観察する「参与観察」が行われます。とい
うわけで私も長期・短期の旅を重ねてきましたが、仕事であっ
て、特に旅好きというわけではありません（笑）。
　私の主な研究対象の一つがお墓です。お墓、遺骨、仏壇、位
牌など形があるものから、葬送儀礼、その継承までを幅広く調
査・研究してきました。お墓には子どもの頃から関心があって、
私には男のきょうだいがいないため、小さい時から父方の祖父
母に「婿養子を迎えてお墓を守ってほしい」と言われていたの
です。また小学生の時には、母方の祖母の墓の前に親族が集ま
り、飲食を共にする「死者正月」を経験しました。実家のある
愛媛では夜に行うことが多く、強く印象に残っています。
　大学では考古学を専攻して、古代のお墓である古墳を発掘す
るつもりでした。しかし入学後、文化人類学に出会って方向転
換します。古代ではなく現代の葬送が対象であれば、実際に儀
礼を見て研究できることに惹かれたのです。
　3年生の夏休みには、いよいよ単独でのフィールドワークに
挑戦です。母に相談すると「友人の実家がある瀬戸内海の島で
は、二晩にわたって盆踊りをするそうだ」と教えてくれました。
過疎化の進む小さな島ですが、出身者が家族を伴って帰省する
ため、島の人によれば参加者は 300人から 500人にもなるそ
うです。連夜にわたって深夜まで踊り尽くすその盛り上がりは、
想像をはるかに超えていました。盆踊りには本来、死者との交
流の意味があります。この島では 1年以内に亡くなった方の
遺族が、その方の戒名を記したのぼり旗のようなものを掲げて
踊っていました。会場は実に賑やかで、島外から多くの人が集
まって交流するという意味で、「観光行事」にもなっていたの
です。
　卒業研究では、まさに観光行事化した神事を取り上げました。
京都の祇園祭です。勉強が楽しくなって大学院に進学しました
が、2年間の修士課程を終えたら就職するつもりでした。しか
し「大きくて面白そう」という単純な理由で沖縄のお墓を研究
対象にしたことが、私のその後を決定します。夏に 1ヶ月間、
本島から南の小さな島々までを巡るうちに、現地の言い方をす
れば「驚きのあまり魂を落としてきてしまった」のです。

  慰霊の旅・歴史を学ぶ旅も「観光」
　沖縄の言葉で魂は「マブイ」と言い、マブイを落としたら早
く取り戻さないと、病氣や不運に見舞われるとされています。
旧暦のお盆に行われる民俗行事を見て回った私は、広島の大学
に戻っても「また行かなければ」とまったく落ち着きませんで
した。例えば石垣島では、亡くなった祖父母の面をつけた遺族
が、家々を回って踊りを披露します。死者になりきってあの世
の様子を語ったりして、これが実にコミカルなのです。いずれ
も仏事が基本となってはいますが、沖縄、そしてその島や集落
ならではの個性があって、すっかり魅了されてしまいました。
　博士後期課程に進み、2年目の夏からは 1年間、那覇で暮
らしました。与那国島でお世話になった方にその家のお墓を研
究したいとお願いしたところ、「うちは近々本島に引っ越すか
ら、よその家か、本島の歴史ある家にした方がいいよ」と言わ
れて考えたのです。腰を据えて研究するテーマとして、今まで
誰も取り上げていない「お墓の引っ越し」はどうだろう、と。
　その方はすでに那覇に移住し、家を建てていましたが、のち
に仏壇と位牌を移し、ついにはお墓を作って、そこに先祖代々
のお骨を納めました。小さな島を出て本島や内地に移住する方
は多く、那覇に 1年間いたことで、そうした方々との信頼関
係を築くことができたのです。その後も「いよいよお墓を引っ
越す」という連絡をいただくたびに沖縄に出かけ、一連の儀礼
を見せていただいたりお話を聞いたりして研究を深めました。
最短で 3年とされる博士論文に私は 7年半をかけましたが、
長期に及ぶフィールドワークが必須の文化人類学では、実はこ
れでも早い方です。
　沖縄に通ううちに、新たな研究テーマにも出会いました。沖
縄は国内屈指の観光地ですが、亜熱帯ならではの海のレジャー

や、琉球王国時代の文化遺産だけが観光資源ではありません。
「観光」という言葉は娯楽のイメージが強いのですが、ツーリ
ズムの日本語訳であって、本来は「行って帰ること」、つまり
移動の意味合いが強いです。第二次大戦末期に 3ヶ月以上続
いた地上戦の跡を訪ねたり、その後 27年に及んだ米国による
統治の影響を考えるといった、慰霊の旅、歴史を学ぶ旅もまた
「観光」なのです。首里城の地下に構築された旧海軍司令部壕
のように、近年になって文化財指定された戦跡もあって、その
公開が待たれます。
　沖縄で観光の歴史や現地の方々の意識を調査する中で、私は
多くの氣づきを得ることができました。たとえば戦後まもなく
各地の集落で人々が建立した慰霊碑は、最初は納骨施設でも
あったことから、沖縄県民にとっては今でもお墓と同じように
大切な存在なのです。

  東北でも高まる「学ぶ旅」の重要性
　沖縄と台湾の関係、特に人的交流の歴史を調べた際も驚きま
した。沖縄の西端にある与那国島からは台湾が近く、肉眼で見
えることもあるそうです。沖縄も台湾も、ともに隣接する大国・
強国の影響を受け、貿易の中継点として栄えるなどした一方で、
その圧力に苦しんできました。
　沖縄は明治初期に王国としての独立を失い、琉球藩、沖縄
県とされます。そして第二次大戦後は、米国によって「琉球政
府」が置かれました。一方の台湾は1683 年からは清の領土に、
1895 年（明治28）からは日本の領土になり、第二次大戦後に
は大陸から逃れてきた中華民国政府が統治します。したがって
沖縄と台湾は、1945 年までの約 50 年間は「同じ日本」だった
のです。与那国などの小さな島の人にとって、台湾は広く、人口
も多く、都市も発達した「すぐ近くの日本」でした。高校に進学
したり仕事を求めるなどして、多くの人が渡ったそうです。
　戦後はかつて台湾で暮らした沖縄の人々が、外国となった懐か
しの地を旅行しました。そして今は台湾から、豪華なクルーズ船
に乗って多くの観光客が沖縄を訪れます。台湾の人々は、沖縄な
らではの観光地を巡るだけでなく、日本製品のショッピングも楽
しみ、米国風のリゾート地も満喫しているそうです。たとえば地
域振興や経済効果を期待して旅や観光について考える際も、私
たちは単純な思い込みから離れて、こうした歴史や実態にも目を
向ける必要があるのではないでしょうか。
　私はお墓に加えて現代アートも大好きなのですが、実は私に
とってこの二つは、「新鮮な驚きを与えてくれるもの」という意味
でつながっています。そして現代アートと旅の関係も、私の研究

対象です。
　美術館だけでなく屋外にも多くの現代アートを設置するアート
プロジェクトは、2010 年から3年ごとに開かれている瀬戸内国
際芸術祭の成功を機に、今では各地に広まっています。宿泊や
飲食による経済効果、地域振興の面でも成果を上げてきました。
一方で新潟市の例のように、合併で大きくなった自治体の住民
同士が、芸術祭を機に互いの伝統文化に触れたり、移住者を迎
えて継続的な地域活性化に取り組むケースもあります。
　私は本学に赴任するまで、東北にはほとんどご縁がありません
でした。しかし7年目になった今は、いくつもの点で沖縄との共
通性を感じています。中でも東日本大震災の記憶、特に死者の
記憶の継承についてです。震災後の弔いのあり方、顕彰の仕方、
そして慰霊碑など、沖縄で戦跡を訪ねたり体験をお聞きして得
られた知見と、重なるところが少なくありません。時間が経過す
るにつれて「学ぶ旅」の重要性はさらに増していくため、私も自
身の課題として考え続けたいと思っています。
　この8月にはドイツに行き、1年ほど滞在をする予定です。ド
イツをはじめヨーロッパでは、戦跡を訪ねる「学ぶ旅」が盛んに
行われているため、ぜひ現地での学びを日本へ持ち帰りたいと
思っています。皆さんも「観光」についてあらためて考えてみたり、
「学ぶ旅」に出かけてみてはいかがでしょうか。
（取材＝ 2026年 6月 15日／東北大学　川内キャンパス

文学研究科棟 7階　越智郁乃研究室にて）

東北大学大学院　文学研究科／統合日本学研究センター　准教授
専門＝文化人類学・民俗学

越智　郁乃 先生
《プロフィール》（おち・いくの）1978 年愛媛県生まれ。愛媛大学法文学部卒業。広
島大学大学院社会科学研究科修了。博士（学術）。立教大学観光学部助教などを経て、
2020 年より現職。著書に『動く墓－沖縄の都市移住者と祖先祭祀』、共著書に『グロー
バル地域研究を知るための 50 章』、『脱観光化の人類学 かわりゆく観光と社会のゆくえ』

『少子化に揺れる東アジアの父系理念－祖先祭祀の実践と世界観の再創』など。



いては文学で取り上げられてきました。しかし、歴史学では、
参詣史を除き、旅は体系的に取り上げられていませんでした。
2001年の卒業論文執筆にはじまり、大学院時代に旅行史を意
識するようになり、足かけ 15年を経て、2016 年に『近世旅
行史の研究』という本に研究成果をまとめることができました。

  歴史を探究する楽しみをぜひ
　講演や講座で話をすると、市民の皆様がいつもが熱心に耳を
傾けてくださいます。宮城県には歴史好きな方が多いなと感じ
ます。ただ、人の話を聞いたり、本を読んだり、博物館の展示
をみたりするだけでなく、一歩踏み出してご自身で歴史を探究
してみると、良い意味でその深みにはまるはずです。
　たとえば、古文書を読んでみてはいかがでしょう。くずし字
を読むことは簡単ではありませんが、それだけに読めるように
なったときの喜びはひとしおです。学生時代の私がまさにそう
でした。「何を読んだらいいか分からない」という方には、私
の研究史料である道中日記をお勧めしておきましょう。私自身
も市民の皆様と古文書を読む活動を続けていますが、読みやす
い上に当時の旅の氣分にひたれる道中日記はとても好評です。
　また、宮城学院女子大学では、5年前から学生たちが古文書
を保全する「桜ケ丘古文書プロジェクト」に取り組んでいます。
これまで、仙台市内の老舗の温泉旅館や登米市の神社の古文書
をクリーニングし、写真を撮り、内容を読み取ってきました。
実際の古文書に触れて歴史を体感するだけでなく、地域の歴史
を後世へ伝えていくという意義の大きな活動です。若い世代の
方々にもぜひ活動に参加していただきたいです。
　現代の若者の中には、マンガ・アニメ・ゲームなどを入口に、
熱心な歴史ファンになる方が少なくありません。そんな皆様に
もっと宮城の歴史に関心を持ってもらおうと、2026年に『み
やぎの地域史をひらく―観光と探究のガイド―』という本を作
りました。案内役はアニメ風のキャラクターで、短く読みやす
い 13編の文章からなっています。私は最初の「仙台城下を巡
る―現代と江戸時代の仙台観光―」などを担当しました。ぜひ
「推し」の地域、テーマを発見し、参考文献を頼りに探究を深
めてください。もちろん若者を卒業した皆様にも、本書は大い
に楽しんでいただけるはずです。慌ただしい日常の合間に、ほ
んの少し郷土の過去に思いを馳せる、そんなタイムトラベル氣
分をぜひ味わってください。
（取材＝ 2026年 6月 22日／宮城学院女子大学　人文館 5階

　高橋陽一研究室にて）

おじゃまします
学びの庭に 現代の日本人が大好きな神社仏閣巡りや温泉旅行。その起源は江戸時代にありました。旅行史を専門とする高橋先生に旅日

記からみえてくる当時の旅の実像や、古文書に触れる面白さについてお話いただきました。

日本人は江戸時代から旅行好
  現代につながる江戸時代の旅

　旅の記録を読むと、たとえそれが遠い過去のものであっても、
旅路を歩む人々の生き生きとした姿が浮かび上がってきます。
意外に思われるかもしれませんが、旅が現代のように大衆化し
たのは江戸時代（1603 ～ 1867）のことです。身分・階層・
性別を問わず多くの人が旅に出かけていました。遠方への移動
には往来手形などの許可証が必要でしたが、寺社参詣（さんけ
い）や温泉への旅は、届け出をすると多くが許可されていたの
です。代表的な旅先である伊勢神宮（現三重県伊勢市）には、
最盛期に年間約 500 万人が訪れたと言われています。江戸時
代の日本の人口は 3000 万人足らずですから、これは驚異的
な数字です。
　1690 年から 2年間日本に滞在したドイツ人ケンペルや、
1775年から 1年間滞在したスウェーデン人ツンベルクは、街
道には毎日信じられないほどの人がいる、有名な寺社にはあら
ゆる地方から参詣の旅が行われている、日本人は旅行好きだな
どと、驚きをもって記しています。世界史的にみても、旅の大
衆化は当時の日本の特徴の 1つと言えそうです。
　江戸時代の人氣の旅先は寺社、温泉、名所旧跡、景勝地、都
市です。レジャー施設がないことを除けば、今とそれほど変わ
りません。ただし、交通手段は基本的に徒歩で、東北から関西

への旅は 2～ 3か月にも及びました。時には行き倒れてしま
うリスクを覚悟しての旅路ですから、その目的には、観光のみ
ならず信仰的な要素が多く含まれていました。自分の足でお伊
勢参りや富士山参詣を果たした人々の感慨はどれほどだったで
しょう。これらの有名な旅先の混雑ぶりはすさまじく、現代と
同じオーバーツーリズムの問題も起きていました。
　江戸時代の温泉は医療目的で利用されていました。入湯客は
数週間温泉に滞在し、療養しますが、食事は自炊で賄いますの
で、現地では食材や物品調達のために金銭消費を活発に行いま
す。こうした経済的価値に着目した人々は、温泉を地域の活性
化に利用していきます。1780年代の天明飢饉で疲弊した地域
経済を立て直すため、秋保温泉の収益を村で共有していった湯
元村（現仙台市太白区）の事例は、その典型です。現代につな
がる秋保温泉の観光地化の起点は、江戸時代にあります。

  研究の旅
　私の専門は江戸時代史で、とくに旅行史に関心を持っていま
す。実家がある奈良県橿原（かしはら）市は、710 年に平城
京へ移るまで、都の藤原京が置かれていたところです。近々世
界遺産に登録されるそうですが、その遺跡や古墳は子どもの頃
から身近な存在でした。親とNHKの大河ドラマをみるのも楽
しみで、10歳頃に「独眼竜政宗」をみていた記憶があります。
氣づけば、歴史が好きになっていました。
　大学の授業で驚いたのは、日本史の講義内容が高校までと
まったく違っていたことです。私は江戸時代に暗いイメージを
持っていたのですが、それは高校の教科書に、重税と圧政に苦
しむ民衆の姿やその抵抗が取り上げられていたからです。実際、
私が大学に入る少し前までの江戸時代史研究の中心的な課題
は、民衆に対する幕府や藩の支配体制や、封建（ほうけん）制
下の階級闘争でした。言葉の意味がよくわかりませんよね。
　ところが、大学では先生方が当時の人々の活氣に満ちた日常
生活を語っていたのです。また、新たな史料の解釈が進み、領
民を思って政務にいそしんでいた領主や、安定した身分制社会
の継続を願っていた庶民の存在も明らかになっていました。そ
して、「古文書（こもんじょ）学」の授業では、昔の日本語で
あるくずし字の解読にはまりました。通説にとらわれず、自ら
史料を読んで考えていく。そんな歴史学と出会い、「大学院に
進学して勉強を続けよう」と考えるようになりました。
　卒業論文のテーマを考えていた時、思いがふと、仙台から奈
良への帰省旅行に及びました。昔の人びとはどこへ、どのよう
に移動していたのだろう、と。そこで調べてみると、なんと江

戸時代から、東北の人々が伊勢神宮や奈良・京都方面に旅に出
かけているではありませんか。しかも、それは特別な家柄の人
だけではありません。旅費を積み立てる「講」という組織を作
るなどして、庶民も盛んに旅をしていたのです。
　当時の旅行者が著した旅日記には、知識人による「紀行文」
と庶民による「道中日記」の 2種類があります。紀行文で有
名なのは松尾芭蕉の「おくのほそ道」で、芸術性の高い作品で
もあります。一方の道中日記は旅の日程、経路、宿泊先、費用
といった客観的情報を記した日記で、当時の旅の実態を具体的
に知ることができます。
　実は、東北地方には、江戸時代の道中日記がたくさん残され
ています。江戸をはじめ関東から出立した道中日記については、
すでに分析が進んでいましたが、東北から出立した道中日記に
ついては、ほとんど手付かずの状況でした。
　道中日記が解読され、収載されていたのは、『～市史』『～町
史』といったタイトルの自治体史です。東北各地の自治体史は、
私にとって研究史料の宝庫でした。大学 4年生の時、私は東
北各県の図書館を訪ね、県史や市町村史を調べて回りました。
　先行研究が少ないことはオリジナリティを発揮する上ではプ
ラスですが、ターゲットとなる議論がないため、かえって調査
や立論が難しいというマイナス面もあります。卒業論文で旅行
者側を扱った後、修士論文・博士論文で旅先の地域側として温
泉を取り上げ、時間をかけて江戸時代の旅の全体像に迫ってい
く中で、自分が「旅行史」という分野を開拓し、主要な研究テー
マに据えているという意識を持つようになりました。
　旅の研究は、社会学、人類学、観光学などで盛んに行われて
います。寺社参詣については宗教学や民俗学で、紀行文につ

きだった ※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、連絡及び
　発送に限り利用させていただきます。

はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。

応募
方法

【応募締切】2026年9月10日　当日消印有効

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。越智郁乃先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。越智郁乃先生の記事もご覧ください。

懸賞

Q.2  江戸時代の庶民が旅の記録として残したものを何と呼ぶでしょう？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

宮城学院女子大学　学芸学部　教授
専門＝歴史学（江戸時代史・旅行史）・歴史資料保全学

高橋　陽一 先生
《プロフィール》（たかはし　よういち）1977年生まれ。奈良県出身。東北大学文学部卒業。
東北大学大学院文学研究科博士後期課程修了。博士（文学）。岩沼市史編纂室市史編纂専
門員、東北大学東北アジア研究センター助教などを経て、2019 年、宮城学院女子大学
一般教育部に准教授として着任（翌年より学芸学部）。2024 年より現職。著書に『近
世旅行史の研究―信仰・観光の旅と旅先地域・温泉―』、『湯けむり復興計画　江戸時代
の飢饉を乗り越える』、編著書に『みやぎの地域史をひらく―観光と探究のガイド―』、『古
文書がつなぐ人と地域―これからの歴史資料保全活動―』など。



9:30

▲

15:00

9:30

▲

15:00

13:30

▲

15:00

13:30

▲

15:10

9:30

▲

15:00

13:30

▲

15:30

18:00

▲

19:15

18:00

▲

19:15

9:00

▲

10:30

10:40

▲

12:10

9:00

▲

16:00

11:00

▲

12:00

13:30

▲

14:30

15:30

▲

17:00

19:00

▲

21:00

18:00

▲

19:15

19:00

▲

21:00

10:00

▲

12:00

9:30

▲

15:00

9:30

▲

11:40

9月 5日（土）

8月10日（月）・11日（火）

8月15日（土）・16日（日）

8月22日（土）

8月22日（土）

8月22日（土）・23日（日）

8月28日（金）

9月 4日（金）

9月 5日（土）

9月 5日（土）

7月26日（日）

7月26日（日）

7月26日（日）

7月30日（木）

8月 4日（火）

8月 7日（金）

8月 7日（金）

8月 8日（土）

8月1日（土）・2日（日）

8月2日（日）・9日（日）・23日（日）・30日（日）

7
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8
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8
AUG

9
SEP

　毎年開催されているフォーラムです。今年は開湯 480年を迎
えた青根温泉に因み、仙台藩主と温泉の係わり、日本人と温泉
の関係が講演のテーマです。
　前段は菅野氏の「伊達政宗と温泉の話」です。青根温泉開湯
の年、1546 年前後の時代状況を概観しながら、政宗と温泉に
ついて話が進みます。政宗は 1567 年の生まれなので、生まれ
る前の時代です。因みに信長は 13歳、秀吉 10歳、家康 4歳
の年でした。
　政宗は夏場には川狩り（あゆ、ます釣り）によく出かけ、川
沿いには温泉場もあるので、何泊かすることになります。近場
の根白石、秋保、小原、川崎はよく出かけたそうです。温泉を
愛した藩主です。
　後段は「仙台藩主の青根入湯と日本の温泉文化」について高橋
氏による1時間半程の講演です。氏は温泉や江戸時代の旅に精
通し、菅野氏も一聴講者として聴きたいと話す温泉研究者です。
　日本は 3千箇所以上の温泉がある温泉大国です。日本人と温
泉との係わり、温泉文化をアピールするため、神楽とともにユ
ネスコ無形文化遺産の提案候補とすることが昨年 11月に決定
されました。高橋氏は温泉文化について、「自然の恵みである温
泉に浸かり、心と体を癒す」という日本人に根付いている社会
的慣習である、と説明されているが、具体的にはよくわからな
いと評します。
　古くは記紀にも温泉文化について記述があり、現代でも行っ
てみたい場所として温泉場が全国各地域で1位となっています。
ただし、日本的温泉文化とは何なのか、について具体的、科学
的な説明は未だ無いと言います。医療目的は日本だけでなく、
海外にも事例はあります。混浴が日本的かというと必ずしもそ
うでもありません。
　それでは日本的温泉文化はあったのか。それはあると氏は言
います。青根温泉から考えていきます。
　江戸時代は五感による感覚で温泉の効能を判断したのに対し、
現代では成分化学分析により判断しており、評価方法が異なっ
ています。青根温泉は、頭痛に効く等でしたが、現在は切り傷
となっています。滞在方法も異なります。江戸時代では 2､ 3
週間長期滞在し、自炊を行い、共同浴場を利用します。このた
め温泉場地域は経済活動も活発になりました。
　5代藩主吉村は入湯の心得として「青根山薬師堂効能温泉記」
を書き、青根温泉の湯守に渡しました。入湯法や効能を説明し、
温泉入浴時以外の過ごし方にも多く触れています。高橋氏によ
れば、吉村独自の考え方というより、貝原益軒の養生訓からの
引用と話します。養生訓は 1712 年に書かれ、吉村の温泉記は
1720年です。博学の吉村は養生訓を読んでいたと推測します。
温泉記前半の内容は養生訓とほぼ同じですが、後半部分は青根
温泉独自の内容となっています。
　7 代藩主重村は記録上、歴代藩主最多回数の 8 回訪れ、
1772 年に「入浴記」を書いています。2週間の滞在でしたが、
4回の入浴時以外のことについて多く書かれています。和歌を
詠むことや狩りの他に来訪した家臣と政務を行っています。
　日本の温泉文化とは何かについて氏は論じます。江戸時代か
ら続く温泉の医療目的は外国にもあり、日本独自のものではあ
りません。日本的文化といえるのは、入浴時以外の過ごし方に

■川崎町上廣歴史文化フォーラム
「仙台藩主が愛した温泉～青根温泉を中心にして～」
日　時：令和 8年 5月 23日（土）13:00 ～ 15:30
講　師：菅野正道氏（郷土史研究家）、高橋陽一氏（宮城学院女子大学教授）
場　所：川崎町山村開発センター、YouTube 同時配信にて聴講
主　催：川崎町、公益財団法人上廣倫理財団

参加体験記

　　

　第 72 号 バイオマス

　4歳児の育児中。託児付きのイベントや子連れ歓迎のイベン
トを掲載してほしいです。ご検討よろしくお願いします！

（名取市・43歳）
編：今回は夏休みもあるので、親子で参加できるイベントをい
つもより多く掲載しております。4歳だとまだ難しいかなぁ？
引き続きリサーチいたします！

　「まなびのめ」の毎号に掲載されている、学びイベントを楽し
みにしています。その中から、これぞというイベントに参加し、
これまでの小さな知識を少しでも自分のモノにしようとスケ
ジュールの中に取り入れ、参加する機会を増やして知力のキー
プに結びつけ、活用しています。今回発行の 72号、40年来の
友人に紹介しました。学びイベントに参加する楽しさ、それに
自分の時間をさらに実りあるものにしようとプラスの方向に話
がまとまりました。友人 3人はこれまでも、ほぼすべてに前向
き志向でした。「まなびのめ」読者は確実に 3名が増えること
になります。小さなきっかけが大きなプレゼンター役を果たせ
て嬉しい。私の小さな取り組みが少しでも広がることが何より
の楽しみです。　　　　　　　　　　　　　　（名取市・86歳）
編：いつも嬉しい感想をありがとうございます。今回は、「まな
びのめ」の広報活動まで本当に感謝です！お友達の皆さんから
の感想もお待ちしております。

　アメリカ・イスラエルとイランの紛争で中東産油国からの原
油の輸送が途絶えて世界中で迷惑を被っています。日本のエネ
ルギー源の国産化のための科学技術開発が不可欠なことがよく
分かりました。急務ですね。　　　　　（仙台市青葉区・73歳）
編：前号のテーマを企画した時期は、こんな世界情勢になると
は想像していませんでしたが、悲しいことにとてもタイムリー
な内容になりました。エネルギー戦争に巻き込まれないために
は、軍拡よりも、こうした研究こそ国をあげて支援することが
重要ではないかと考えます。

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

あると考えます。日本には身近に多くの温泉があり、温泉は非
日常ではなく、日常の生活の一部となっており、日本人的勤勉
さからか仕事をしながら温泉に入っていました。伊達重村のよ
うに藩主の政務を行い、夏目漱石、川端康成など文豪は執筆、
創作活動をしていました。青根温泉には与謝野晶子や古賀政男
が滞在しました。コロナ禍の時代には湯治ワーケーションとい
われる方式が生まれ、現在も続いています。温泉で働くことは
どの時代にも表れる日本的文化、日本人の伝統的な温泉利用方
法となっています。
　レジャー、観光目的での利用以外にもっといろいろな使い方
もあるのではないか、温泉―日常性―多くの価値を持つ一地域
の宝として発展して欲しい、と講演を締めくくります。
　宮城県、仙台周辺にも有名な温泉は多くあり、身近な存在です。
温泉でも行こうかは口癖になっています。昨今、宿泊代も高く
なり、温泉旅館に泊まることに躊躇しますが、江戸時代とは違い、
車で往復すれば宿泊せずとも日帰りで入浴できます。
　リタイアした身にとって仕事と温泉は結びつきませんが、心
と体の疲れを癒やすことを温泉に期待するのは江戸時代の人と
変わりません。講演に触発されて、日本的温泉文化につて湯に
浸かりながら考えてみたいと思います。　　　　（仙台市　栗蔵）

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第73 号・夏／「破菖蒲」（ha syōbu）
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東京エレクトロンホール宮城 10 組 30 名程度
funahazama@luctin.orgNPO 法人楽知ん研究所

東京エレクトロンホール宮城 10 組 30 名程度
funahazama@luctin.orgNPO 法人楽知ん研究所

東北歴史博物館 3 階講堂 280 名（先着）
Tel 022-368-0106東北歴史博物館

放送大学宮城学習センター 講義室／Zoom（ウェビナー） 会場 50 名、Zoom200 名
Tel 022-224-0651放送大学宮城学習センター

気仙沼市新月公民館 10 組 30 名程度
yamagishi@luctin.orgNPO 法人楽知ん研究所

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-266-5222東北工業大学地域連携センター

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-266-5222東北工業大学地域連携センター

仙台大学川平キャンパス 30 名
kikou@sendai-u.ac.jp仙台大学

仙台大学川平キャンパス 30 名
kikou@sendai-u.ac.jp仙台大学

マルホンまきあーとテラス　小ホール 300 名（先着）
Tel 0225-98-4831石巻市博物館

東北大学川内北キャンパス講義棟（A 棟・B 棟・C 棟）
Tel 022-721-2035特定非営利活動法人 natural science

仙台市歴史民俗資料館
Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館

仙台市歴史民俗資料館
Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館

土樋キャンパス　ホーイ記念館ホール
Tel 022-354-8178東北学院大学国際学部国際教養学科

多賀城市市民活動サポートセンター 10 組 30 名程度
funahazama@luctin.orgNPO 法人楽知ん研究所

宮城県仙台二華中学校・高等学校 30 名
Tel 022-296-8101宮城県仙台二華中学校・高等学校

能-BOX 15 名
Tel 022-782-7510公益財団法人仙台市市民文化事業団

オンライン開講（Zoom）
Tel 022-266-5222東北工業大学地域連携センター

能-BOX 15 名
Tel 022-782-7510公益財団法人仙台市市民文化事業団

青葉の森緑地管理センター 15 名（抽選）
Tel 022-263-2101青葉の森緑地管理センター

講　師　船迫新治氏（楽知ん研究所）※小学生以上の子どもとその家族対象　※詳細は、https://luctin.org

講　師　船迫新治氏（楽知ん研究所）※小学生以上の子どもとその家族対象　※詳細は、https://luctin.org

講　師　阿子島香氏（東北歴史博物館館長）※受付期間：7/22（水）〜 8/21（金）

講　師　和田裕一氏（東北大学大学院情報科学研究科准教授、放送大学宮城学習センター客員准教授）※申込締切：8/17（月）

講　師　山岸有氏（楽知ん研究所）※小学生以上の子どもとその家族対象　※詳細は、https://luctin.org

講　師　河野公一氏（東北工業大学工学部教授）

講　師　下位法弘氏（東北工業大学工学部教授）

講　師　猪狩一彦氏（仙台大学スポーツ栄養学科長、教授）※申込締切：8/29（土）

講　師　関矢貴秋氏（仙台大学教授）　　　　  ※申込締切：8/29（土）

講　師　田中康平氏（筑波大学生命環境系准教授）※応募期間：8/4（火）14:00 〜 8/31（月）

講　師　仙台市歴史民俗資料館学芸員

講　師　仙台市歴史民俗資料館学芸員

講　師　橋本誠浩氏（久留米大学法学部准教授）

講　師　船迫新治氏（楽知ん研究所）※小学生以上の子どもとその家族対象　※詳細は、https://luctin.org

講　師　小野寺淳氏（仙台二華高等学校講師）※申込締切：7 月 29 日（水）

講　師　山中迓晶氏（観世流能楽師・重要無形文化財総合指定保持者）

講　師　坂川侑希氏（東北工業大学ライフデザイン学部講師）

講　師　山中迓晶氏（観世流能楽師・重要無形文化財総合指定保持者）

※申込フォーム→ https://ourl.jp/606iJ　※申込締切：7/24（金）※小学生とその保護者対象

親子孫で〈たのしい仮説実験〉講座
〈はじめての力学〉

親子孫で〈たのしい仮説実験〉講座
〈はじめての力学〉

館長講座第 4 回
「戦争の古代と現代：人間 vs 国家」

公開講演会
「マンガ読解の心理学」（ハイブリッド）

親子孫で〈たのしい仮説実験〉講座
〈はじめての力学〉

市民公開講座 No.633
「衛星リモートセンシングとその応用」
（オンライン）

市民公開講座 No.634
「蓄電池のしくみと再生可能エネルギーへ
の活用」（オンライン）

公開講座
「論理クイズ」で楽しい教養数学
〜思考力は AI 時代の必須スキル〜

公開講座「足こぎ車いすの原理と実践」

講演会
「恐竜博士が語る！
読み解け、恐竜時代の海と陸」

学都「仙台・宮城」
サイエンス・デイ 2026

ミニ講座
「担当学芸員が語る地図の見どころ」

ミニ講座
「担当学芸員が語る地図の見どころ」

国際学部国際教養学科第２回講演会
「監視国家の夢と現実
─コロナ後の中国政治を考える」

親子孫で〈たのしい仮説実験〉講座
〈はじめての力学〉

みやぎ県民大学講座
「漢詩作法」（全 4 回）

おとなのための能講座 2026
②教職員のための能講座

市民公開講座 No.632
「デザインのチカラで地域を「開墾」する」
（オンライン）

おとなのための能講座 2026
③ビジネスマンのための能講座

森の宝探しアドベンチャー　
オニヤンマ編

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

https://manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

詳細情報も 詳細はWeb版に掲載しております。https://manabinome.com/

　予定されていたものが中止・延期となることがあります。最新の情報
は主催者のホームページ等でご確認をお願いいたします。


